
 

 

総  務  文  教  委 員 会 
 

      令和 2 年 6 月 19 日（金） 

        時  分～  時  分 

       全 員 協 議 会 室 

【委 員】 西村委員長、芦谷副委員長 

       三浦委員、西川委員、上野委員、永見委員、西田委員、牛尾委員 

【委員外】 

【議長団】 

【総務文教委員会 所管管理職】砂川副市長 

 （総 務 部）  坂田総務部長（行財政改革推進課長）、佐々木総務課長、馬場防災安全課長、 

        山根人事課長 

 （地域政策部）岡田地域政策部長、邉地域政策部副部長（まちづくり推進課長）、 

 （金城支所）  篠原支所長 

 （旭 支 所）  佐々尾支所長 

 （教育委員会）石本教育長、河上教育部長、草刈教育総務課長、市原学校教育課長、 

       鳥居学校教育課学力向上推進室長、村木生涯学習課長 

 （選挙管理委員会）木原選挙管理委員会事務局長 

 （消防本部）  琴野消防長、森下警防課長、齋藤通信指令課長、 

【事務局】 下間書記 

 

 

議 題 

1  議案第44号 浜田市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の制定について 

 

 

2  議案第52号 浜田市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について 

 

 

3  議案第54号  財産の取得について（高規格救急自動車） 

 

 

4  議案第55号 財産の取得について（小型動力ポンプ付積載車） 

 

 

5  議案第56号 訴えの提起について（消防救急無線デジタル化整備事業） 

 

6  請願審査 

（1）請願第13号 萩・石見空港活性化に関する請願について 

 

 

（2）請願第14号 浜田市に在住する学生の家賃負担軽減を求める請願について 

 
裏面あり 

 



 

 7  執行部からの報告事項  

（1）令和3年度国県重点要望事項について                      【該当各課】                        

（2）石見交通路線バス「櫟田原線」及び「今市線」の廃止に伴う代替交通の検討状況について 

                                                                         【まちづくり推進課】 

（3）令和2年度浜田市中学校夏季体育大会の開催について              【学校教育課】                  

（4）令和2年度市立幼稚園・小中学校の夏季休業期間の短縮について         【学校教育課】              

（5）市立幼稚園・小中学校の夏季休業中の学校閉庁日について            【学校教育課】                 

（6）市内中学生の進学等の状況について                      【学校教育課】               

（7）令和元年度「ふるさとの50人」活用について                  【生涯学習課】                                          

（8）投票所の変更について                             【選挙管理委員会】                       

（9）その他 

 

 

 8  所管事務調査 

（1）新型コロナウイルス感染症に係る指定管理施設（所管分）の影響について  【行財政改革推進課】                  

（2）島根県立大学の財務状況及び学生の家賃支援について（請願第14号関連）    【まちづくり推進課】 

（3）学校教育環境の整備について                     【教育総務課・学校教育課】 

 

 

 9  その他 

 

 

 

 10   取組課題「こどもの可能性を育む幼児教育について」（委員間で協議） 

 



 

令和 2年 6月浜田市議会定例会議 

条例議案新旧対照表 

 

 

（総務文教委員会） 



新 旧 対 照 表 の 見 方 

 

 

1  最上部に一部改正する条例の名称及び条例番号を表記しています。 

 

2  新旧対照表の表記は、次のとおりです。 

⑴ 左欄の「現行」が改正前、右欄の「改正後（案）」が改正後の内容 

⑵ 改正のある条のみ表記 

⑶ 改正のある条の中の改正のない項及び号は「〔略〕」で表記 

⑷ 変更のある箇所を下線で表記 

 

 

〔新旧対照表例〕 

浜田市●●●条例（平成●●年浜田市条例第●●号）新旧対照表  （下線部分が改正箇所） 

現行 改正後（案） 

（見出し） （見出し） 

第●条 市長は、○○○○○○○○、●●●●とする。 第●条 市長は、○○○○○○○、▲▲▲▲とする。 

2 〔略〕 2 〔略〕 
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議案第52号 浜田市消防団員等公務災害補償条例（平成17年浜田市条例第258号）新旧対照表  （下線部分が改正箇所） 

現行 改正後（案） 

（補償基礎額） （補償基礎額） 

第5条 〔略〕 第5条 〔略〕 

2 前項の補償基礎額は、次に定めるところによる。 2 前項の補償基礎額は、次に定めるところによる。 

(1) 非常勤消防団員が公務により死亡し、負傷し、若しくは疾病に

かかり、又は公務による負傷若しくは疾病により死亡し、若しく

は障害の状態となった場合には、死亡若しくは負傷の原因である

事故が発生した日又は診断により死亡の原因である疾病の発生が

確定した日若しくは診断により疾病の発生が確定した日に＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿おいて当該非常勤消防団員が属してい

た階級及び当該階級に任命された日からの勤務年数に応じて別表

に定める額とする。 

(1) 非常勤消防団員が公務により死亡し、負傷し、若しくは疾病に

かかり、又は公務による負傷若しくは疾病により死亡し、若しく

は障害の状態となった場合には、死亡若しくは負傷の原因である

事故が発生した日又は診断により死亡の原因である疾病の発生が

確定した日若しくは診断により疾病の発生が確定した日（以下

「事故発生日」という。）において当該非常勤消防団員が属して

いた階級及び当該階級に任命された日からの勤務年数に応じて別

表に定める額とする。 

(2) 消防作業従事者、救急業務協力者若しくは水防従事者又は応急

措置従事者（以下「消防作業従事者等」という。）が消防作業等

に従事し、若しくは救急業務に協力し、又は応急措置の業務に従

事したことにより死亡し、負傷し、若しくは疾病にかかり、又は

消防作業等に従事し、若しくは救急業務に協力し、又は応急措置

の業務に従事したことによる負傷若しくは疾病により死亡し、若

しくは障害の状態となった場合には、8,800円とする。ただし、

その額が、その者の通常得ている収入の日額に比して公正を欠く

と認められるときは、1万4,200円を超えない範囲内においてこれ

を増額した額とすることができる。 

(2) 消防作業従事者、救急業務協力者若しくは水防従事者又は応急

措置従事者（以下「消防作業従事者等」という。）が消防作業等

に従事し、若しくは救急業務に協力し、又は応急措置の業務に従

事したことにより死亡し、負傷し、若しくは疾病にかかり、又は

消防作業等に従事し、若しくは救急業務に協力し、又は応急措置

の業務に従事したことによる負傷若しくは疾病により死亡し、若

しくは障害の状態となった場合には、8,900円とする。ただし、

その額が、その者の通常得ている収入の日額に比して公正を欠く

と認められるときは、1万4,200円を超えない範囲内においてこれ

を増額した額とすることができる。 

3 次の各号のいずれかに該当する者で、非常勤消防団員又は消防作業

従事者等（以下「非常勤消防団員等」という。）の死亡若しくは負

傷の原因である事故が発生した日又は診断により死亡の原因である

疾病の発生が確定した日若しくは診断により疾病の発生が確定した

3 次の各号のいずれかに該当する者で、非常勤消防団員又は消防作業

従事者等（以下「非常勤消防団員等」という。）の事故発生日＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
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現行 改正後（案） 

日において、他に生計の途がなく主として非常勤消防団員等の扶養

を受けていたものを扶養親族とし、扶養親族のある非常勤消防団員

等については、前項の規定による金額に、第1号又は第3号から第6号

までのいずれかに該当する扶養親族については1人につき217円を、

第2号に該当する扶養親族については1人につき333円を、それぞれ加

算して得た額をもって補償基礎額とする。 

＿において、他に生計の途がなく主として非常勤消防団員等の扶養

を受けていたものを扶養親族とし、扶養親族のある非常勤消防団員

等については、前項の規定による金額に、第1号又は第3号から第6号

までのいずれかに該当する扶養親族については1人につき217円を、

第2号に該当する扶養親族については1人につき333円を、それぞれ加

算して得た額をもって補償基礎額とする。 

(1)～(6) 〔略〕 (1)～(6) 〔略〕 

4 〔略〕 4 〔略〕 

附 則 附 則 

（障害補償年金前払一時金） （障害補償年金前払一時金） 

第3条の4 〔略〕 第3条の4 〔略〕 

2～4 〔略〕 2～4 〔略〕 

5 障害補償年金前払一時金が支給される場合には、当該障害補償年金

前払一時金に係る障害補償年金は、当該障害補償年金を支給すべき

事由が生じた日の属する月の翌月（第1項の申出が第2項ただし書の

規定によるものである場合には、当該申出が行われた日の属する月

の翌月）から、次に掲げる額の合計額が当該障害補償年金前払一時

金の額に達するまでの間、その支給を停止する。 

5 障害補償年金前払一時金が支給される場合には、当該障害補償年金

前払一時金に係る障害補償年金は、当該障害補償年金を支給すべき

事由が生じた日の属する月の翌月（第1項の申出が第2項ただし書の

規定によるものである場合には、当該申出が行われた日の属する月

の翌月）から、次に掲げる額の合計額が当該障害補償年金前払一時

金の額に達するまでの間、その支給を停止する。 

(1) 〔略〕 (1) 〔略〕 

(2) 当該障害補償年金前払一時金が支給された月後の最初の障害補

償年金の支給期月から1年を経過する月後の各月に支給されるべき

障害補償年金の額を、100分の5＿＿＿＿＿＿＿＿＿に当該支給期

月以後の経過年数（当該年数に1年未満の端数があるときは、これ

を切り捨てた年数）を乗じて得た数に1を加えた数で除して得た額 

(2) 当該障害補償年金前払一時金が支給された月後の最初の障害補

償年金の支給期月から1年を経過する月後の各月に支給されるべき

障害補償年金の額を、事故発生日における法定利率に当該支給期

月以後の経過年数（当該年数に1年未満の端数があるときは、これ

を切り捨てた年数）を乗じて得た数に1を加えた数で除して得た額 

6 前項の規定による障害補償年金の支給の停止が終了する月に係る障

害補償年金の額は、当該終了する月が、同項に規定する支給期月か

6 前項の規定による障害補償年金の支給の停止が終了する月に係る障

害補償年金の額は、当該終了する月が、同項に規定する支給期月か
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現行 改正後（案） 

ら起算して1年以内の場合にあっては当該障害補償年金前払一時金の

額から同項の規定により各月に支給されるべき当該障害補償年金の

額の全額につき支給が停止される期間に係る同項の規定による合計

額（以下この項において「全額停止期間に係る合計額」という。）

を差し引いた額を、当該支給期月から起算して1年を超える場合にあ

っては当該障害補償年金前払一時金の額から全額停止期間に係る合

計額を差し引いた額に100分の5＿＿＿＿＿＿＿＿＿に当該終了する

月の前項に規定する経過年数を乗じて得た数に1を加えた数を乗じて

得た額を、それぞれ当該終了する月に支給されるべき当該障害補償

年金の額から差し引いた額とする。 

ら起算して1年以内の場合にあっては当該障害補償年金前払一時金の

額から同項の規定により各月に支給されるべき当該障害補償年金の

額の全額につき支給が停止される期間に係る同項の規定による合計

額（以下この項において「全額停止期間に係る合計額」という。）

を差し引いた額を、当該支給期月から起算して1年を超える場合にあ

っては当該障害補償年金前払一時金の額から全額停止期間に係る合

計額を差し引いた額に事故発生日における法定利率に当該終了する

月の前項に規定する経過年数を乗じて得た数に1を加えた数を乗じて

得た額を、それぞれ当該終了する月に支給されるべき当該障害補償

年金の額から差し引いた額とする。 

（遺族補償年金前払一時金） （遺族補償年金前払一時金） 

第4条 〔略〕 第4条 〔略〕 

2～6 〔略〕 2～6 〔略〕 

7 遺族補償年金前払一時金が支給される場合には、当該遺族補償年金

前払一時金の支給の原因たる非常勤消防団員等の死亡に係る遺族補

償年金は、当該遺族補償年金を支給すべき事由が生じた日の属する

月（次条第2項の規定に基づき遺族補償年金を受けることができるこ

ととされた遺族であって当該遺族補償年金を受ける権利を有するこ

ととなったもの（以下この項において「特例遺族補償年金受給権

者」という。）が第1項の申出を行った場合にあっては、その者が当

該遺族補償年金に係る非常勤消防団員等の死亡の時期に応じ次条第2

項の表の右欄に掲げる年齢（以下この項において「支給停止解除年

齢」という。）に達する月）の翌月（第1項の申出が第2項ただし書

の規定によるものである場合には、当該申出が行われた日の属する

月の翌月）から、次に掲げる額の合計額が当該遺族補償年金前払一

時金の額に達するまでの間、その支給を停止する。 

7 遺族補償年金前払一時金が支給される場合には、当該遺族補償年金

前払一時金の支給の原因たる非常勤消防団員等の死亡に係る遺族補

償年金は、当該遺族補償年金を支給すべき事由が生じた日の属する

月（次条第2項の規定に基づき遺族補償年金を受けることができるこ

ととされた遺族であって当該遺族補償年金を受ける権利を有するこ

ととなったもの（以下この項において「特例遺族補償年金受給権

者」という。）が第1項の申出を行った場合にあっては、その者が当

該遺族補償年金に係る非常勤消防団員等の死亡の時期に応じ次条第2

項の表の右欄に掲げる年齢（以下この項において「支給停止解除年

齢」という。）に達する月）の翌月（第1項の申出が第2項ただし書

の規定によるものである場合には、当該申出が行われた日の属する

月の翌月）から、次に掲げる額の合計額が当該遺族補償年金前払一

時金の額に達するまでの間、その支給を停止する。 
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現行 改正後（案） 

(1) 〔略〕 (1) 〔略〕 

(2) 当該遺族補償年金前払一時金が支給された月後の最初の遺族補

償年金の支給期月から1年を経過する月後の各月に支給されるべき

遺族補償年金の額を、100分の5＿＿＿＿＿＿＿＿に当該支給期月

以後の経過年数（当該年数に1年未満の端数があるときは、これを

切り捨てた年数）を乗じて得た数に1を加えた数で除して得た額 

(2) 当該遺族補償年金前払一時金が支給された月後の最初の遺族補

償年金の支給期月から1年を経過する月後の各月に支給されるべき

遺族補償年金の額を、事故発生日おける法定利率に当該支給期月

以後の経過年数（当該年数に1年未満の端数があるときは、これを

切り捨てた年数）を乗じて得た数に1を加えた数で除して得た額 

8 前項の規定による遺族補償年金の支給の停止が終了する月に係る遺

族補償年金の額は、当該終了する月が、同項に規定する支給期月か

ら起算して1年以内の場合にあっては当該遺族補償年金前払一時金の

額から同項の規定により各月に支給されるべき当該遺族補償年金の

額の全額につき支給が停止される期間に係る同項の規定による合計

額（以下この項において「全額停止期間に係る合計額」という。）

を差し引いた額を、当該支給期月から起算して1年を超える場合にあ

っては当該遺族補償年金前払一時金の額から全額停止期間に係る合

計額を差し引いた額に100分の5＿＿＿＿＿＿＿＿＿に当該終了する

月の前項に規定する経過年数を乗じて得た数に1を加えた数を乗じて

得た額を、それぞれ当該終了する月に支給されるべき当該遺族補償

年金の額から差し引いた額とする。 

8 前項の規定による遺族補償年金の支給の停止が終了する月に係る遺

族補償年金の額は、当該終了する月が、同項に規定する支給期月か

ら起算して1年以内の場合にあっては当該遺族補償年金前払一時金の

額から同項の規定により各月に支給されるべき当該遺族補償年金の

額の全額につき支給が停止される期間に係る同項の規定による合計

額（以下この項において「全額停止期間に係る合計額」という。）

を差し引いた額を、当該支給期月から起算して1年を超える場合にあ

っては当該遺族補償年金前払一時金の額から全額停止期間に係る合

計額を差し引いた額に事故発生日における法定利率に当該終了する

月の前項に規定する経過年数を乗じて得た数に1を加えた数を乗じて

得た額を、それぞれ当該終了する月に支給されるべき当該遺族補償

年金の額から差し引いた額とする。 

9 〔略〕 9 〔略〕 

別表（第5条関係） 別表（第5条関係） 

〔略〕 

団長及び副団長 12,400 13,300 14,200 

分団長及び副分

団長 

10,600 11,500 12,400 

〔略〕 

団長及び副団長 12,440 13,320 14,200 

分団長及び副分

団長 

10,670 11,550 12,440 
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現行 改正後（案） 

部長、班長及び

団員 

8,800 9,700 10,600 

 

部長、班長及び

団員 

8,900 9,790 10,670 

 

1 死亡若しくは負傷の原因である事故が発生した日又は診断に

よって死亡の原因である疾病の発生が確定した日若しくは診断

によって疾病の発生が確定した日に、当該事故又は疾病が発生

したことにより特に上位の階級に任命された非常勤消防団員の

階級は、当該事故又は疾病が発生した日の前日においてその者

が属していた階級による。 

1 事故発生日＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿に、当該事故又は疾病が発生し

たことにより特に上位の階級に任命された非常勤消防団員の階

級は、当該事故又は疾病が発生した日の前日においてその者が

属していた階級による。 

 



 

 

損害賠償請求訴訟の提起について 

【議案第 56 号関係】 

 

１．案件の概要    

公正取引委員会は、全国の消防本部等が発注する消防救急無線のデジタ

ル化事業をめぐり、受注価格の低落防止等を図るため、私的独占の禁止及

び公正取引の確保に関する法律第 3 条、不当な取引制限の禁止の規定に違

反し、入札で不当な取引制限を繰り返していたとして、平成 29 年 2 月 2

日に株式会社富士通ゼネラルを含む 5 社に対して排除措置命令及び課徴金

納付命令を行いました。 

  本市が、平成 25 年 5 月に実施した消防救急無線デジタル化整備事業に係

る入札について、この命令を受けた契約相手方である株式会社富士通ゼネ

ラル、談合に関わったとされる沖電気株式会社、日本無線株式会社及び株

式会社日立国際電気に対して、独占禁止法で禁止されている不当な取引制

限により生じた損害の適正な賠償を受けるため、①想定落札価格と実際の

契約金額の差額 69,706,350 円、②弁護士費用として 6,970,635 円、合計

76,676,985 円及び、これに対する遅延損害金の支払いを求め、松江地方裁

判所に対し、訴えの提起をするものです。 

  弁護士費用に関しては、通常不法行為に基づく損害賠償請求訴訟におい

て、裁判所が請求を容認する場合、①の損害額とは別に、損害額に対し 10

パーセント程度の弁護士費用を加算することが一般的であるため、同金額

を加算して請求するものです。 

  なお、上記金額②は、本市と本市代理人弁護士間の委任契約による弁護

士費用を表すものではありません。  

 

２．消防救急無線デジタル化整備事業概要 

 件 名：消防救急無線デジタル化整備事業（活動波） 

 入 札：平成 25 年 5 月 21 日（予定価格・税込み 291,585,000 円） 

 仮契約：平成 25 年 5 月 27 日 

 本契約：平成 25 年 6 月 25 日 

 契約金額：270,900,000 円（税込み・5％） 

 納入日：平成 27 年 3 月 15 日 

 支払日：1 回目 平成 26 年 4 月 10 日 108,360,000 円 

     2 回目 平成 27 年 4 月 20 日 162,540,000 円 

 

令和 2 年 6 月 19 日  

総務文教委員会資料 

消防本部通信指令課 



３．相手方 

 株式会社富士通ゼネラル、沖電気工業株式会社、日本無線株式会社及び株

式会社日立国際電気の4社 

 

４．損害賠償請求訴訟の流れ 

損害賠償請求は、訴状の提出により裁判所の口頭弁論により行うことにな

ります。 

主な流れは下記のとおりとなります。 

 

■主な流れ（フロー図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

口頭弁論 

※勝訴しても金額によっては

不服として控訴、また敗訴し

た場合も控訴の可能性があり

ます。 

 

 

訴状受理 

訴状提出 

呼出状 

受理  

訴状の受理・審査 

口頭弁論 

期日指定 

裁判所 
 
     

被告 
原告 

（浜田市） 

呼出状 

受理 

判 決 

訴状の送達 

確定 

書証・人証 

任意支払  
上訴（不服） 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 







部 № 要　望　項　目

1 浜田港への海上自衛隊艦艇の物資補給基地誘致に向けた支援について

2 米軍機による低空飛行訓練の中止について

産業経済部 3 島根県浜田沖合石油・天然ガスの資源開発促進について【新規】

健康福祉部 4 医師・看護師等医療従事者確保対策等について

5 重要港湾浜田港について

6 高規格道路の整備促進について

7 矢原川ダムの事業推進について

県知事要望 7件合　計

令和3年度国県重点要望事項
総括表（県知事要望分）

　

総務部

都市建設部

令和2年6月19日
総務文教委員会資料

市 長 公 室
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部 № 要　望　項　目 備考
(知事要望の有無)

8 浜田港への海上自衛隊艦艇の物資補給基地誘致に向けた支援について ○

9 米軍機による低空飛行訓練の中止について ○

産業経済部 10 島根県浜田沖合石油・天然ガスの資源開発促進について ○

健康福祉部 11 医師・看護師等医療従事者確保対策について ○

産業経済部 12 日本遺産を活用した魅力ある観光地域づくりについて 【新規】

重要港湾浜田港について ○

（1）岸壁・泊地・航路等の整備について ○

（2）荷役業務の安全確保について ○

（3）リーチスタッカーの整備について

（4）貿易振興に対する支援について

　　①浜田港振興会の運営支援について

　　②取扱貨物量の増加に向けた販路拡大及び市場開拓支援のための各種プロジェクトの
　 　 推進について

　　③大型基幹貨物を取り扱う企業の誘致の推進について　

（5）浜田港の曳船（タグボート）の確保について

（6）浜田港港湾施設使用料減免に係る対象貨物の拡充について

（7）特殊車両の「誘導車配置条件」道路の改善について　

14 高規格道路の整備促進について ○

15 矢原川ダムの事業推進について ○

自治区間を20分で連絡する道路整備について

（1）主要地方道弥栄旭インター線（小坂Ⅲ工区）

【継続事業分】

（1）主要地方道

都市建設部 　①弥栄旭インター線小坂Ⅱ工区(小坂)

（2）林道

　①林道足尾線

　②林道金城弥栄線、三隅線

まちづくりを支援する県道の幹線道路ネットワークの早期完成と生活関連道路の整備について

（1）主要地方道浜田八重可部線の歩道整備について

（2）主要地方道浜田八重可部線の改良について【新規】

　　①都川2工区【旭】

（3）主要地方道田所国府線の改良について

　　①入野工区（桜江金城線交差点～江津境）

　　②本郷工区(浜田作木線交差点～木田境）

　　③戸川工区（新戸川橋～栃谷橋）

（4）主要地方道桜江金城線の改良について【新規】

　　　　　　総括表（部長以下要望分）

13

16

17

都市建設部
※一部産業経済部

総務部

2



部 № 要　望　項　目 備考
(知事要望の有無)

　　①追原Ｃ工区（福原地区）

（5）主要地方道浜田美都線の改良について

【継続事業分】

（1）主要地方道

　①主要地方道田所国府線　宇野Ⅱ工区

　②主要地方道浜田八重可部線

　③主要地方道浜田美都線　木都賀工区

　④主要地方道三隅美都線　河内工区

地域を支える道路網の整備について

（1）一般国道186号について

　　①新犬戻りトンネルの計画について

　　②一般国道186号上来原～波佐地内路肩拡幅整備について

（2）一般県道今福芸北線（久佐～小国）の改良について

（3）一般県道一の瀬折居線（周布地～櫟田原）の改良について

（4）一般県道浜田商港線の交差点改良について（起点側～青川バス停）

【継続事業分】

（1）一般国道186号　

　①後野Ⅱ工区（登坂車線）【浜田】

　②小国Ⅰ工区（新笹ケ峠トンネル）【金城】

　③上来原工区（歩道整備）【金城】

　④長田2工区（雪寒対策）【金城】

（2）県営農道整備事業

　①県営農村地域防災減災事業（農村防災施設整備・緊急避難路整備）

　②県営農村地域防災減災事業（農村防災施設整備・緊急避難路整備）

　③県営一般農道（集落間）田原地区 【浜田】

（3）一般県道等

　①一般県道黒沢安城浜田線　長見工区（名古田橋～新福永橋）

　②一般県道三隅井野長浜線

　③一般県道美川周布線 穂出工区

　④一般県道波佐芸北線　波佐工区

　⑤一般県道益田種三隅線　西河内工区

　⑥一般県道一の瀬折居線  室谷工区

小さな拠点を支える道づくりについて

（1）一般県道三隅井野長浜線（下今明～小原）の改良について

「安全で安心して暮らせる県土」を創る川づくりの推進について

（1）小国川河川整備について

【継続事業分】

（1）周布川

20

19

18

17
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部 № 要　望　項　目 備考
(知事要望の有無)

（2）下府川

（3）唐鐘川

（4）久代川

（5）三隅川

（6）浜田川環境整備について（河内大橋上流部）

県民の生命や財産を守る砂防事業等の推進について

（1）寺山浴 砂防事業【三隅】【新規】

（2）外ノ浦谷川 砂防事業【浜田】

（3）田町Ⅱ 急傾斜地崩壊対策事業【新規】

（4）高佐Ａ急傾斜地崩壊対策事業【新規】

【継続事業分】

（1）急傾斜地崩壊対策事業について

　①港町Ａ地区　

　②白砂公民館

（2）砂防事業について 

　①潰谷川　

　②本郷川　

　③治和川　

　④西旗竿谷川

　⑤仲屋川（柳Ｃ）

　⑥岡見スポーツセンター

（3）地すべり対策事業について

　①高野地区地すべり対策事業

　②浜田第四期地区 

　③浜田地区地すべり防止施設長寿命化対策工事

海岸保全事業の促進について

　三隅港海岸（湊浦地区） 

教育部 23 島根県統一仕様もしくは複数市町村統一仕様の統合型校務支援システムの導入促進と財政支援について

部長以下要望　16件（知事要望7件を含む）合　計

22

21

4
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令和 3 年度国県重点要望事項 
 

1  浜田港への海上自衛隊艦艇の物資補給基地誘致に向けた支援について 

                           【要望先：防災部】 

浜田港につきましては、国指定の重要港湾として整備され、官民一体となって利用促進に

取り組んでいるところです。 

日頃の海上自衛隊艦艇の公開や災害時における隊員の迅速かつ献身的な救助活動により、

自衛隊に対する信頼感は高まってきており、海上自衛隊艦艇の浜田港寄港は、市民にとって

大きな安心につながるものと思っております。また、地元経済にとりましても、海上自衛隊

艦艇の物資の補給など、非常に大きな効果があるものと考えております。 

つきましては、海上自衛隊艦艇の物資補給基地の誘致に向けてご支援を賜りますよう格別

のご高配をお願いします。 

 

2  米軍機による低空飛行訓練の中止について 

                               【要望先：防災部】 

知事におかれましては、米軍機の低空飛行訓練による騒音問題につきまして、米軍機騒音

等対策協議会とともに外務省、防衛省に要望活動を行っていただき、深く感謝を申し上げま

す。 

しかしながら、米軍機の低空飛行訓練による住民への耐え難い騒音被害は引き続き発生し

ており、事故への不安に悩まされるなど、日常生活に様々な悪影響を与え続けています。こ

の現状に鑑み、低空飛行訓練が行われないよう、米軍関係当局に対し、更なる強力な対応を

してもらうよう、国への働きかけをお願いします。 

また、騒音被害が解消されるまでの間、国が責任を持って騒音や安全性に対する住民の不

安を軽減するための措置をとることについても、引き続き働きかけをお願いします。 

 

3  島根県浜田沖合石油・天然ガスの資源開発促進について【新規】 

【要望先：地域振興部】 

島根県浜田市沖合において実施された国の基礎試錐事業において、ガスの兆候が確認され、

さらなる調査の実施が待たれるところです。 

これまで、このエリアでの資源開発は、浜田市をはじめ島根県全体の経済活性化に大きく

寄与するものと考え、地元経済団体とともに国へさらなる支援の要望活動を行ってまいりま

した。その際には島根県にもご協力をいただき、その可能性が広がっていることに対し、厚

くお礼申し上げます。 

引き続き、以下の 2 点について、関係機関への働きかけのご支援を賜りますよう格別のご

高配をお願いいたします。 

（1）浜田沖の試掘権を 2024 年まで保有している事業者に対して、浜田港を活用し、探掘活

動を継続していただくこと 

（2）ガスが出た際には、島根県の経済活性化が図れるよう、精製基地を浜田港周辺用地に整

備していただくこと 

 

4  医師・看護師等医療従事者確保対策について 

                        【要望先：健康福祉部】 

医師をはじめとする医療従事者につきまして、奨学金制度や島根大学との連携、しまね地

域医療支援センターの活動等、様々な取組を行っていただいており、深く感謝申し上げます。 

令和 2年 6月 19 日 

総務文教委員会資料 

市 長 公 室 
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浜田圏域の医師の充足率においても、平成 30 年度の 76.4％から令和元年度には 78.4％へ

と増加をしております。 

しかしながら、当市では、依然として中核病院における診療科の偏在が顕著であり、常勤

医のいない診療科は変わらず、住民の不安は払拭されておりません。加えて、地域の医療を

支える開業医の高齢化も進み、身近な医療機関の減少が危惧されております。 

また、看護師や薬剤師等の医療従事者につきましては、増加傾向にあるものもありますが、

地域の看護師確保に重要な役割を有する浜田医療センター附属看護学校の運営継続が危惧さ

れるなど、人材育成に向けた環境づくりの土台が揺らいでいます。 

医師の偏在解消に向け、地域の特性を踏まえた医師確保計画が策定され、それが着実に実

行されることをお願いするとともに、今後も多様化する地域住民のニーズに対応できるよう、

医療従事者の確保や診療科の偏在の解消につきまして、引き続きご支援を賜りますよう格別

のご高配をお願いいたします。 

 

5  重要港湾浜田港について  

 【要望先：土木部】 

日本海側拠点港の浜田港は、県内唯一の国際貿易港として重要な役割を担っております。

今年度は新たな上屋（荷捌き倉庫）整備事業を採択していただき、感謝申し上げます。更な

る物流機能の向上に格別のご高配をお願いします。 

（1）岸壁・泊地・航路等の整備について 

近年、取扱貨物の変化と輸送の効率化により大型船での貨物輸送が増えてきていますが、 

大型化する貨物船・クルーズ船への対応ができていない状況です。 

つきましては、将来を見据えた大型船入港可能な岸壁の整備と泊地及び航路の水深確保を

お願いします。 

（2）荷役業務の安全確保について 

新北防波堤の整備促進について、引き続きご支援をお願いします。 

 

6  高規格道路の整備促進について  

 【要望先：土木部】 

（1）浜田自動車道における 4車線化等の整備について 

令和元年 9月に「高速道路における安全・安心基本計画」が策定され、浜田自動車道（瑞

穂 IC～金城 PASIC）が 4車線化の優先整備区間として選定されました。暫定 2車線区間にお

いては、積雪時の路肩排雪作業のための車線確保が困難であり、スタック車両を原因とする

長時間の通行止めが頻発することから、信頼性を確保するため 4車線化等の早期整備につい

て格別のご高配をお願いします。 

（2）三隅益田道路の事業推進について 

三隅益田道路につきまして、浜田益田間の移動時間短縮と物流の効率化を実現するため、

事業推進に格別のご高配をお願いします。 

 

7 矢原川ダムの事業推進について 

【要望先：土木部】 

矢原川ダム事業につきましては、用地交渉が鋭意進められており感謝申し上げます。事業

の推進に格別のご高配をお願いします。 

 

《以上県知事要望分》 
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《ここから部長以下要望分》 

 

8  浜田港への海上自衛隊艦艇の物資補給基地誘致に向けた支援について 

                             【要望先：防災部】 

 知事要望に同じ 

 

9 米軍機による低空飛行訓練の中止について 

                                 【要望先：防災部】 

知事要望に同じ 

 

10 島根県浜田沖合石油・天然ガスの資源開発促進について 

【要望先：地域振興部】 

 知事要望に同じ 

 

11 医師・看護師等医療従事者確保対策について 

                        【要望先：健康福祉部】 

知事要望に同じ 

 

12 日本遺産を活用した魅力ある観光地域づくりについて 【新規】 

 日本遺産に認定された北前船寄港地「外ノ浦」や「石見神楽」は、当市における観光振興

を図るうえで、欠かすことのできない重要な観光資源です。 

 今後も引き続き、日本遺産を活用した地域活性化に取り組むため、以下のとおり要望しま

す。 

（1）中国自然歩道「生湯海岸・外ノ浦モデルコース」の整備 

【要望先：環境生活部】 

①中国自然歩道の案内看板の更新や充実を図ること。 

②日和山方角石の山道入口であることを観光客に分かりやすくサインや看板で表示すると

ともに、入口にある石段も歩きにくいため、改修すること。 

③山道の舗装や腐食している枕木の取り替えなど、自然歩道の整備、改修を必要に応じて

実施すること。 

（2）石見神楽を核としたインバンドを含む観光振興策の更なる充実 

                              【要望先：商工労働部】 

①日本遺産を活用した地域活性化計画を推進する石見観光振興協議会と連携し、石見神楽 

の更なるプロモーションに取り組むこと 

②石見観光振興協議会の体制（人員）及び予算の充実を図ること。 

 

13 重要港湾浜田港について 

【要望先：土木部（一部商工労働部）】 

日本海側拠点港の浜田港は、県内唯一の国際貿易港として重要な役割を担っております。

今年度は新たな上屋（荷捌き倉庫）整備事業を採択していただき、感謝申し上げます。更な

る物流機能の向上に格別のご高配をお願いします。 

（1）岸壁・泊地・航路等の整備について 

知事要望に同じ 

（2）荷役業務の安全確保について 

知事要望に同じ 

（3）リーチスタッカーの整備について 

リーチスタッカーは導入から 10 年経過しており、故障した場合、コンテナ貨物の遅延や他
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港への貨物積みを行うための損害、船会社及び浜田港利用の関係企業へ多大な損害が発生し

ます。 

つきましては、リーチスタッカーの早急な整備をお願いします。 

（4）貿易振興に対する支援について【要望先：商工労働部】 

島根県内唯一の国際貿易港である浜田港の利用促進のため、次の点につきまして、ご支援

賜りますよう格別のご高配をお願いします。 

① 浜田港振興会の運営支援について 

事業者のニーズを踏まえた集荷対策には、効果的なポートセールス体制の整備を行い、

航路の維持及び安定運航を確保することが必要です。また、浜田港港湾計画の実現には、

取扱貨物量の増加に向けた取り組みが不可欠であり、その中心となる浜田港振興会の活動

は重要性を増しています。 

つきましては、浜田港振興会の役割にご理解をいただき、引き続き運営に対するご支援

をお願いします。 

② 取扱貨物量の増加に向けた販路拡大及び市場開拓支援のための各種プロジェクトの推進

について 

浜田港におきましては、平成 13 年 2 月に国際定期コンテナ航路が開設され、昨年 1 月

からは 2便化され、利便性の向上が図られています。また、平成 24 年 12 月には「日本海

側拠点港」に選定され、島根県の貿易拠点として、アジアをはじめとする世界各国との更

なる貿易促進・拡大が期待されます。 

つきましては、取扱貨物量の増加に繋がる各種プロジェクトの実施や、販路拡大及び市

場開拓の推進について、引き続きご支援をお願いします。 

③ 大型基幹貨物を取り扱う企業の誘致の推進について         

平成 29 年に改訂された浜田港港湾計画では、長浜地区、福井地区の新規岸壁の造成等

が示されています。この計画が実現すると、大型船の入港が可能となり、国際定期コンテ

ナ航路の週複便化など荷主に対する利便性の向上には、より多くの貨物の取扱いが必要と

なります。 

つきましては、県西部地域において、大型基幹貨物（ベースカーゴ）を取り扱っていた

だける企業の誘致を推進していただきますようお願いします。 

（5）浜田港の曳船（タグボート）の確保について  

近年、船舶の大型化が進み、大型貨物船やクルーズ船が浜田港に寄港しているところです。

その際、曳船により港湾内などエリアへの誘導することや、船首で大型船を押すなどして誘

導・補助し、安全に離着岸できるようにサポートしています。 

つきましては、島根県において浜田港の永続的な発展のため、将来を見据えた曳船の確保

について主体的にご検討いただきますようお願いします。 

（6）浜田港港湾施設使用料減免に係る対象貨物の拡充について   

浜田港の港湾施設使用料は、利用促進のため各種減免措置を講じていただいておりますが、

原木等の国内移出入貨物については従来どおりの使用料であり、県外他港と比較し高い状況

です。  

 つきましては、県外他港との競争力を高め、取扱貨物量の増加と港の利用促進を図るため、

ご配慮を賜りますようお願いします。 

（7）特殊車両の「誘導車配置条件」道路の改善について  

浜田港の利用にあたり、コンテナや原木、石炭、ヤシ殻など大量の運搬に際しては、セミ

トレーラなどの特殊車両を使用するため、車両制限令による誘導車の配置が指定される区間

があり、運送コスト増大の要因となっています。 

 これらの区間には、工業団地内の道路や高速道路の出入口近辺など、物流における主要な

箇所が多くあり、浜田港への集荷や当地域への企業の誘致活動においても、大きな支障とな

っています。 

 つきましては、これらの箇所の改善をお願いするとともに、他の管理者に対する改善に向
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けた要請につきましても併せてお願いします。 

 

14 高規格道路の整備促進について  

【要望先：土木部】 

知事要望に同じ 

 

15 矢原川ダムの事業推進について  

【要望先：土木部】 

知事要望に同じ 

 

16 自治区間を 20 分で連絡する道路整備について 

                                【要望先：土木部】 

島根県におかれましては、国道、主要地方道及び一般県道等の幹線道路整備を継続的に実

施していただき厚くお礼を申し上げます。 

地域間交流の活性化を図るため、次の区間の整備について、格別のご高配をお願いします。 

（1）主要地方道弥栄旭インター線 (小坂Ⅲ工区) 【弥栄】 

 高内～弥栄大橋間について、トンネルによる計画策定をお願いします。 

【継続事業分】 

次の区間について事業の促進をお願いします。 

（1）主要地方道 

①弥栄旭インター線小坂Ⅱ工区(小坂)【弥栄】 

（2）林道 

①林道足尾線【旭】 

②林道金城弥栄線、三隅線【金城・弥栄・三隅】 

 

17  まちづくりを支援する県道の幹線道路ネットワークの早期完成と生活関連道路の整備に

ついて 

【要望先：土木部】 

幹線道路は、市民生活や経済活動を営む上で重要な役割を持つ道路です。農林道と連結し

た幹線道路ネットワークの早期完成と生活関連道路の効率的な整備について、格別のご高配

をお願いします。 

（1）主要地方道浜田八重可部線の歩道整備について【金城】 

久佐川橋の前後 200ｍの区間について、生活改善センターへの歩行者の安全確保のため、歩

道整備の検討をお願いします。 

（2）主要地方道浜田八重可部線の改良について【新規】 

次の区間の改良整備について、事業化の検討をお願いします。 

①都川 2工区【旭】 

（3）主要地方道田所国府線の改良について 

次の区間の改良整備について、事業化の検討をお願いします。 

①入野工区（桜江金城線交差点～江津境）【金城】 

②本郷工区(浜田作木線交差点～木田境)【旭】 

③戸川工区（新戸川橋～栃谷橋）【旭】 

（4）主要地方道桜江金城線の改良について【新規】 

次の区間の改良整備について、事業化の検討をお願いします。 

①追原Ｃ工区（福原地区）【金城】 

（5）主要地方道浜田美都線の改良について【弥栄】 

木都賀地内から市境までの改良整備について、格別のご高配をお願いします。 

【継続事業分】 
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次の区間について事業の促進をお願いします。 

（1）主要地方道 

①主要地方道田所国府線 宇野Ⅱ工区【浜田】 

②主要地方道浜田八重可部線 

・後野工区（佐野～国道 186 号）【浜田】 

・岩畳工区（岩畳橋～押入橋）【旭】 

・今市 2工区（丸原地区～今市地区）【旭】 

③主要地方道浜田美都線 木都賀工区【弥栄】 

④主要地方道三隅美都線 河内工区【三隅】 

 

18  地域を支える道路網の整備について 

【要望先：土木部】 

安全で安心して暮らせるまちづくりの実現に向けた道路網整備について、格別のご高配を

お願いします。 

（1）一般国道 186 号について【金城】 

①新犬戻りトンネルの計画について 

現在の犬戻りトンネルは旧規格のためトンネルの断面が小さく、大型車両の通行に支障

をきたしています。つきましては、新たなトンネル計画の検討をお願いします。 

②一般国道 186 号上来原～波佐地内路肩拡幅整備について 

当区間は路肩幅員が狭いため、降雪時に大型車両同士の離合に注意を要する場面が多く

発生します。また、道路側溝が路面よりも低い位置にあるため、車両の脱輪や路外逸脱の

危険性が高い箇所でもあります。安全通行のための改善策の検討をお願いします。 

（2）一般県道今福芸北線（久佐～小国）の改良について【金城】 

本路線は小国地区の生活道路であり、今福地区と小国地区を結ぶ幹線道路です。幅員狭小

区間と落石危険箇所が多く通行に支障があるため、引き続いての改良整備をお願いします。 

（3）一般県道一の瀬折居線（周布地～櫟田原）の改良について【三隅】 

三隅町周布地～櫟田原間は、狭小で交通難所となっているため、この区間のトンネルによ

る整備について検討をお願いします。 

（4）一般県道浜田商港線の交差点改良について（起点側～青川バス停）【浜田】 

本路線の起点側交差点部分（国道 9 号合流部）は、それまでの 2 車線から 1 車線と幅員が

狭くなっているため、車両の離合が困難な状況となっています。特に大型車が通行する際は、

対向車が交差点に進入できず、交通の流れが阻害される場面が多発しています。つきまして

は、交差点の改良に向けた検討をお願いします。 

【継続事業分】 

次の区間について事業の促進をお願いします。 

（1）一般国道 186 号   

 ①後野Ⅱ工区（登坂車線）【浜田】 

 ②小国Ⅰ工区（新笹ケ峠トンネル）【金城】 

 ③上来原工区（歩道整備）【金城】 

 ④長田 2工区（雪寒対策）【金城】 

（2）県営農道整備事業 

①県営農村地域防災減災事業（農村防災施設整備・緊急避難路整備） 

新開佐野地区【浜田・金城】 

②県営農村地域防災減災事業（農村防災施設整備・緊急避難路整備） 

横山地区【浜田】 

③県営一般農道（集落間）田原地区 【浜田】 

（3）一般県道等 

①一般県道黒沢安城浜田線 長見工区（名古田橋～新福永橋） 【浜田】 
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②一般県道三隅井野長浜線 

・田橋 2・3工区（牛谷～田橋） 【浜田】 

・三隅工区（三隅神社～浄蓮寺峠） 【三隅】 

③一般県道美川周布線 穂出工区 【浜田】 

④一般県道波佐芸北線 波佐工区 【金城】 

⑤一般県道益田種三隅線 西河内工区 【三隅】 

⑥一般県道一の瀬折居線  室谷工区 【三隅】 

 

19 小さな拠点を支える道づくりについて 

【要望先：土木部】 

三隅町井野地区においては、魅力ある地域づくり計画を策定して「公共交通空白地有償運

送」や「古民家を活用した交流活動」などを実施しています。地区内の幹線道路整備につい

て格別のご高配をお願いします。 

（1）一般県道三隅井野長浜線（下今明～小原）の改良について【三隅】 

この区間について、早期着工に向けての検討をお願いします。 

 

20 「安全で安心して暮らせる県土」を創る川づくりの推進について 

【要望先：土木部】 

水害や土砂災害から住民の生命財産を守り、安全で安心して暮らせるまちづくりのために

は、治水事業を計画的に実施することが重要です。 

新規河川改修事業の導入について格別のご高配をお願いします。 

（1）小国川河川整備について【金城】 

昨年度において上流部の堆積土砂を撤去していただき、感謝申し上げます。生活の安全と

農地保全の対策として、①老朽化した県道兼用護岸（空石積）の改修 ②住宅が隣接する天

然護岸（山崎橋下流部）の整備をお願いします。 

【継続事業分】 

河口堆積土砂等の浚渫について適時適切な実施をお願いします。 

（1）周布川【浜田】 

冬場の波浪による、導流堤から右岸側への堆砂を原因として、係留施設への出入りの障

害や水位上昇に伴う小河川の氾濫が発生するため、定期的な浚渫による河口閉塞の解消を

お願いします。 

（2）下府川【浜田】 

掘込河道で計画された下府川下流部は、海浜部からの流砂により河口埋塞の恐れがあり

ます。定期的な浚渫をお願いします。 

（3）唐鐘川【浜田】 

波浪により河口が閉塞し流水停滞が多発するため、定期的な浚渫をお願いします。 

（4）久代川【浜田】 

久代川の河口法線（海浜部）は大きく東側へ蛇行している上に、流砂による埋塞のため、

豪雨時には排水不良による床下浸水が発生しています。定期的な浚渫による河積断面の確

保をお願いします。 

（5）三隅川【三隅】 

三隅川河口部は、波浪による海浜部からの流砂により河口閉塞の恐れがあります。定期

的な浚渫による河積断面の確保をお願いします。 

（6）浜田川環境整備について（河内大橋上流部）【浜田】 

河川断面内に繁茂した草木の除去をお願いします。 
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21  県民の生命や財産を守る砂防事業等の推進について 

【要望先：土木部】 

浜田市は、海・山の豊かな自然環境に恵まれている反面、市域の大部分が山地であり、住

環境の多くが山際や谷あいの狭い平地に密集しているため、土砂災害危険箇所が多く点在し

ています。 

住環境の安全と県民の生命、財産を守る砂防事業及び急傾斜地崩壊対策事業地すべり対策

事業等の促進をお願いします。 

（1）寺山浴砂防事業【三隅】【新規】 

事業採択をお願いします。 

（2）外ノ浦谷川 砂防事業【浜田】 

県単独事業での実施をお願いします 

（3）田町Ⅱ急傾斜地崩壊対策事業【新規】 

事業採択をお願いします。 

（4）高佐Ａ急傾斜地崩壊対策事業【新規】 

事業採択をお願いします。 

【継続事業分】 

引き続き事業の促進をお願いします。 

（1）急傾斜地崩壊対策事業について【浜田・三隅】 

①港町Ａ地区  

②白砂公民館 

（2）砂防事業について 【浜田・旭・三隅】 

①潰谷川  

②本郷川  

③治和川  

④西旗竿谷川  

⑤仲屋川（柳Ｃ） 

⑥岡見スポーツセンター 

（3）地すべり対策事業について【浜田・三隅・弥栄】 

①高野地区地すべり対策事業 

②浜田第四期地区  

③浜田地区地すべり防止施設長寿命化対策工事 

 

22  海岸保全事業の促進について 

【要望先：土木部】 

【継続事業分】 

引き続き事業の推進をお願いします。 

三隅港海岸（湊浦地区）  

 

23  島根県統一仕様もしくは複数市町村統一仕様の統合型校務支援システムの導入促進と

財政支援について 

【要望先：教育庁】 

校務の効率化と教職員の勤務時間削減に効果が高い「統合型校務支援システム」の導入に

ついて、県が中心となって、「全県統一仕様の校務支援システム」もしくは、「複数市町村統

一仕様の校務支援システム」の導入を推進するようお願いします。 



 

 

 

石見交通路線バス「櫟田原線」及び「今市線」の廃止に伴う 

代替交通の検討状況について 

12 月 16 日（水）に廃止予定の石見交通路線バスの代替交通について、地域説明会

及び学校等の実態調査に基づき、以下のとおり対応を検討していますので報告します。 

1 路線廃止後の代替交通の考え方について 

（1）櫟田原線（上櫟田原⇔浜田駅） 

 

（2）今市線（石見今市⇔浜田駅） 

区 分 現 状 代替交通案 

小学生 
美川小学校の登下校利用あり 

（乗降バス停：本郷橋） 

市生活路線バスを運行する。 

（上櫟田原⇔本郷橋） 

 

「本郷橋」で弥栄線に乗り継ぎ、浜田

駅まで行けるようにダイヤを設定す

る。 

中学生 
第四中学校の登下校利用あり 

（乗降バス停：本郷橋） 

高校生 高等学校の登下校利用あり 

一  般 通院・買い者利用あり 

上記に加え、 

・予約型乗合タクシーを、櫟田原地区

で運行する。 

・既存の予約型乗合タクシー（田橋・

横山エリア）のダイヤを、「本郷

橋」で弥栄線に乗り継ぎできるよう

に変更する。 

区 分 現 状 代替交通案 

小学生 
各自治区でのスクールバス運行

により送迎のため、利用なし 
 

中学生 

【金城・旭自治区】 

スクールバス運行により送迎の

ため、利用なし 

 

【浜田自治区】 

第一中までの登下校利用あり

（後野町・佐野町） 

（乗降バス停：黒川町） 

市生活路線バスを運行する。 

（石見今市⇔浜田駅） 

 

浜田駅で他の路線バスに乗り継ぎでき

るようにダイヤを設定する。 高校生 高等学校の登下校利用あり 

一  般 通院・買い物利用あり 

上記に加え、 

・後野、佐野、宇津井地区：予約型乗

合タクシーを運行 

・金城、旭自治区：現行の市生活路線

バス、予約型乗合タクシーを継続 

令 和 2 年 6 月 1 9 日 

総 務 文 教 委 員 会 資 料 

地域政策部まちづくり推進課 



 

 

2 今後のスケジュール 

6 月上旬～       沿線住民に対する代替交通についての説明会等開催 

6 月 19 日（金）  市議会 6 月定例会議（総務文教委員会）において、 

代替交通の方針（案）について説明 

8 月上旬     浜田市地域公共交通会議 

9 月上旬      市議会 9 月定例会議 補正予算上程 

10 月中旬      運行事業者選定 

11 月上旬～    沿線住民への周知 

11 月中旬       中国運輸局島根運輸支局へ届出（変更） 

12 月 16 日（水） 運行開始 

 





 

 

 

                     

                       

 

 

  

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、浜田市中学校体育連盟主催の「令和 2年

度浜田市中学校総合体育大会」が中止となりました。 

運動部活動に所属する浜田市内の生徒にとっての目標大会がなくなったことで、これ

までの活動の成果を発表する場がなくなり、3 年生は大会出場機会がないまま引退を 

迎えることになります。また、スポーツ庁からは地域の実情に応じて、大会中止に伴う 

代替案を検討するよう依頼がありました。 

そのような状況を踏まえ、浜田市中学校体育連盟において、部活動に熱心に取り組ん

でいる生徒の活動成果を発表する場として、また、3 年生においては部活動の区切りの

場のひとつとして、「令和 2年度浜田市中学校夏季体育大会」を開催することになりま

したので、報告します。 

なお、日程については、以下のとおりです。 

 

【大会期日 令和 2年 7 月 25 日（土）、8月 4 日（火）～ 9 日（日）】 

 

競技名 日 時 場 所 

陸上競技 7 月 25 日（土） 8：00～12：30 浜田市陸上競技場 

※予備日 26 日 

柔 道 8 月 4 日（火） 9：00～12：00 島根県立石見武道館 

卓 球 8 月 4 日（火）～5日（水） 8：30～12：30 ふれあいジム・かなぎ 

軟式野球 8 月 4 日（火）～6日（木） 8：00～12：00 浜田市野球場 

 ※6 日（木）  8：30～10：30 ※予備日 7日 

バレーボール 8 月 5 日（水） 9：00～16：00 島根県立体育館 

水 泳 8 月 5 日（水） 9：00～11：30 アクアみすみ 

ソフトテニス 8 月 5 日（水）～6日（木） 8：00～12：00 石見海浜公園テニス

コート 

※予備日 7日、8日 

サッカー 8 月 6 日（木） 9：00～11：00 サンビレッジ浜田 

バスケットボール 8 月 6 日（木） 8：30～15：30 島根県立体育館 

体操競技 8 月 9 日（日） 10：00～14：00 島根県立体育館 

令和 2年度浜田市中学校夏季体育大会の開催について 

令和 2 年 6 月 19 日 

総 務 文 教 委 員 会 資 料 

教育委員会学校教育課 



    

 

令和 2 年度 市立幼稚園・小中学校の夏季休業期間の短縮について 

 

 このことについて、新型コロナウイルス感染症拡大防止による学校

の臨時休業に伴い、不足した授業時数を確保し、園児・児童生徒の   

学びを保障するため、令和 2 年度においては夏季休業期間を短縮する

必要があります。  

つきましては、園長会・校長会との協議を踏まえ、令和 2 年 5 月 26

日の教育委員会定例会において、浜田市立幼稚園管理規則及び浜田市

立小中学校管理規則の一部を改正し、令和 2 年度の夏季休業期間に  

ついて下記のとおり短縮することとしましたので報告します。  

 

記  

 

1 市立幼稚園の令和 2 年度の夏季休業期間  

令和 2 年 8 月 1 日（土）から令和 2 年 8 月 31 日（月）まで  

【通常】令和 2 年 7 月 21 日（火）から令和 2 年 8 月 31 日（月）まで 

 

2 市立小中学校の令和 2 年度の夏季休業期間  

令和 2 年 8 月 1 日（土）から令和 2 年 8 月 23 日（日）まで  

【通常】令和 2 年 7 月 21 日（火）から令和 2 年 8 月 31 日（月）まで 

 

 

 

 
 
 
 

令 和 2 年 6 月 1 9 日  

総 務 文 教 委 員 会 資 料  

教 育 委 員 会 学 校 教 育 課  



 
 

市立幼稚園・小中学校の夏季休業中の学校閉庁日について 

1 目的 

  学校を閉庁することにより、園児・児童生徒・教職員の夏季における健康増進、

教職員の休暇取得促進及び教職員の多忙感解消を図る。 

 

2 夏季休業中の学校閉庁期間 

令和 2 年 8 月 11 日（火）から令和 2年 8月 16 日（日）までの 6日間 
※ 学校閉庁期間は、全ての教職員が有給休暇等を取得し、学校に保護者や地域
の方からの問い合わせ等に対応する者を置かない日です。 

 

3 学校閉庁期間の連絡先 

浜田市立幼稚園・小中学校において、8 月 11 日(火)～14 日(金)に学校への連絡   
が必要な場合は、次の連絡先へ連絡を行います。（必要に応じて、担当課から学校
の管理職へ連絡を行います。） 
なお、8月 15 日（土）、8月 16 日（日）は、通常の学校への連絡体制で対応する

ことにしています。 

【連絡先】 

（小・中学校） 

  連絡先 浜田市教育委員会学校教育課 

  電話  25-9710 

（市立幼稚園） 

  連絡先 浜田市子育て支援課 

  電話  25-9330 

 

4 学校閉庁期間中の特記事項 

 (1) やむを得ない場合を除き学校に勤務者を置きません。 
(2) 児童生徒は登校させず、中学校の部活動についても行いません。 
   なお、特別な理由により、部活動等を行う場合は、事前に校長を通じて   

学校教育課へ連絡することとしています。 
(3) 常勤の教職員は、平日については有給または夏季特別休暇等で休暇を取得 

するよう指示しています。 
 

5 周知方法 

 (1) 市教育委員会から、全保護者及び関係機関への文書周知を行います。 
(2) 市広報、市ホームページ等による周知を行います。 
(3) 各学校において、「学校だより、地域関係会合、参観日等」で周知をするよう 

指示しています。 

 

令 和 2 年 6 月 1 9 日 

総 務 文 教 委 員 会 資 料 

教 育 委員 会学 校教 育課 



○ 市内中学生の進学等の状況について

上段： R元 - H30 - H29 年度卒業生
下段： H21 - H20 - H19 　　〃　〃

地域 高校名 　　一　　中 　　二　　中 　　三　　中 　　四　　中 　浜田東中 　　金城中 　　旭　　中 　　弥栄中 　　三隅中 計

54 - 70 - 65 15 - 22 - 24 22 - 34 - 32 2 - 2 - 3 22 - 12 - 12 11 - 8 - 16 2 - 1 - 4 - 4 - 5 14 - 8 - 15 142 - 161 - 176

68 - 71 - 69 24 - 22 - 21 35 - 30 - 33 8 - 9 - 9 24 - 23 - 32 3 - 9 - 9 5 - 3 - 5 3 - 4 - 3 18 - 19 - 16 188 - 190 - 197

浜田 4 - 3 - 9 - - 2 - 3 - 3 - - - - 2 5 - 2 - 7 1 - - - - - 2 - 10 - 10 - 23

3 - 4 - 2 2 - 2 - 2 2 - 2 - 3 - - 3 - - 2 - - 2 2 - - - - 1 - - 13 - 8 - 11

- 2 - 2 - - 2 - 2 - - - 1 - - 1 - 1 - 2 - - - - - - 2 - 5 - 6

18 - 12 - 9 15 - 4 - 14 14 - 27 - 21 1 - 1 - 3 8 - 10 - 8 6 - 3 - 2 - 1 - 1 3 - 3 - 4 1 - 2 - 5 66 - 63 - 67

19 - 31 - 28 13 - 14 - 12 25 - 22 - 27 3 - 6 - 4 10 - 10 - 25 6 - 7 - 9 - 1 - 1 3 - 3 - 1 11 - 8 - 7 90 - 102 - 114

5 - 4 - 9 4 - 11 - 3 10 - 11 - 9 1 - 1 - 2 - - 4 6 - - 6 - 1 - 1 - - 1 - 1 - 1 30 - 29 - 32

20 - 7 - 7 9 - 5 - 9 15 - 13 - 12 1 - 5 - 2 4 - 7 - 4 1 - 4 - 1 - - 1 - 1 - 2 2 - 4 - 5 53 - 46 - 42

4 - 4 - 3 - 3 - - 3 - - 1 - 1 - 3 - 1 4 - - - - - - - - 9 - 14 - 4

4 - 5 - 4 3 - 2 - 2 1 - - 3 - - 2 - 9 - 4 5 - 2 - 2 - - - - - 1 - 15 - 19 - 15

3 - 5 - 11 2 - 1 - 2 3 - 3 - 6 1 - 3 - 1 5 - 10 - 7 1 - - 5 1 - 1 - 1 - - 2 - - 16 - 23 - 35

21 - 18 - 23 7 - 6 - 1 8 - 4 - 10 3 - - 8 - 3 - 4 4 - 1 - 6 - 1 - - - - - 1 51 - 33 - 45

4 - - 1 3 - 1 - 2 1 - - 3 - - 1 1 - 1 - 1 1 - 5 - 2 3 - 4 - 3 - - 2 - - 16 - 11 - 12

- - - - - - - - - - - 7 - 4 6 - 10 - 8 2 - 1 - - - 8 - 18 - 12

- - - - - - - - 1 - - 1 - - 1 - - 2 - - - - 2 - 0 - 3

- - - - 2 - - - - - - - - - - - - - - 2 2 - 0 - 2

- - - - - - - - - - - 1 - - - - - 1 - - 1 - 1 - 0

- - - - - - - - - - - - - - - - - - 0 - 0 - 0

- - - - - 2 - 1 1 - 1 - - - - 1 - - - - - 1 5 - 6 - 4 6 - 10 - 6

1 - - - - 1 - 1 - - - 2 - 1 - - - - - 2 - 2 - 11 - 6 - 14 17 - 10 - 14

2 - 8 - 5 1 - - 1 1 - 1 - 1 - - - 2 - 2 - - 1 1 - 4 - - - 4 - 2 - 2 10 - 17 - 11

1 - 1 - 4 1 - 1 - 2 - 1 - 3 - 3 - 1 - 3 - 2 2 - - 3 - - 1 - - 2 - 1 - 7 - 10 - 15

4 - 4 - 1 1 - - 1 - 1 - 2 1 - - - - 1 1 - 1 - 1 - - - - - - 1 9 - 6 - 5

3 - 6 - 2 - - 1 - 1 - 3 2 - - - - 1 - - 4 - 1 - 1 2 - 1 - - - 11 - 9 - 8

13 - 18 - 16 1 - - 2 9 - 8 - 1 1 - - 1 5 - 2 - 3 2 - 1 - 5 6 - 4 - - - 2 - 4 - 3 39 - 37 - 31

18 - 8 - 2 - - 3 4 - 3 - 3 - - 2 - 5 - 1 1 - 3 - - 2 - 1 1 - - 1 1 - 1 - 27 - 22 - 11

8 - 4 - 5 2 - - 1 19 - 9 - 3 1 - 3 - 1 8 - 6 - 1 - 3 - - 1 - 1 - - 1 5 - 7 - 1 44 - 33 - 13

4 - 1 - 2 1 - - 16 - 12 - 15 1 - - - - 2 - - 2 - - 1 - - - 3 - 4 27 - 16 - 21

1 - 1 - 3 - - 2 - 3 - 1 - - - - - 1 - 1 - - - - 8 - 3 - 4 12 - 8 - 8

3 - 8 - 10 3 - 3 - 2 - 7 - 3 - 2 - - - - - 1 - 1 - - - 1 8 - 8 - 10 16 - 29 - 25

1 - 1 - 1 1 - 1 - 2 - 3 - - - - 1 - - 1 - - - - - - - 1 2 - 7 - 4

- - 2 - - - 2 - 1 - - - - 1 - - - - - - 1 - - 3 - 2 - 2

3 - 2 - 5 1 - - 3 - 2 - 1 - - 1 - 3 - - - 1 - 1 - 3 1 - - 2 - 1 - 1 13 - 9 - 9

3 - 5 - 3 2 - - 1 1 - 3 - - - - - 2 - - 4 - - 1 - - - - 9 - 8 - 8

1 - - - - - 1 - 1 - - - - - 1 - - - - - 1 - - 2 - 2 - 1

- 1 - 2 - - - - 2 - - - - 1 - 1 - - - - 1 - - - 2 - 3 - 3

1 - 2 - 1 - 1 - 2 2 - 2 - 2 - - 1 2 - - 3 - - 1 - - - - 2 - 2 - 1 8 - 7 - 10

2 - 4 - 3 1 - - 4 - 2 - - - 2 - 2 - 2 - 2 - 1 2 - - - - 1 - 5 - 3 14 - 15 - 7

3 - 2 - 4 1 - - 1 3 - 3 - 1 - - - - - 2 - - - - - - - 1 7 - 7 - 7

- 1 - - - 1 1 - 1 - 0

1 - 2 - 1 1 - 1 - 1 - - - - - - - - 1 - - - - - - 3 - 3 - 2

- 2 - 3 - - 1 - 2 - - - - - 1 - - - - 1 - - - - 2 1 - 4 - 7

- - - 1 - - - - - 1 - - - - - - - - - - 1 1 - 1 - 1

3 - 2 - 9 1 - 1 - 2 - - 1 1 - - - - 1 - - 1 - - - - - - 1 5 - 3 - 15

129 143 141 51 48 56 93 115 82 15 12 11 60 50 46 32 28 42 18 18 14 6 7 15 47 36 41 451 - 457 - 448

174 176 182 67 54 56 117 108 118 20 25 16 55 63 78 35 39 50 20 19 17 17 13 10 54 58 65 559 - 555 - 592

今市分
校

令 和 2 年 6 月 19 日
総務文教委員会資料
教育委員会学校教育課

浜田 浜　田

浜田
浜田
定時制

浜田
浜田
　商業

浜田
浜田
　水産

江津 江　津

江津
江津
　工業

県内他矢　上

県内他
島根
　中央

益田 益　田

益田
益田
　翔陽

県内他
県内
他公立

県内他高　専

江津
石見
智翠館

益田 明　誠

益田 益田東

県内他
県内
他私立

その他
県外
公私立

その他
各種・
　専修

その他
特別支
援学校

計

その他通信制

その他その他

その他
就職・
　自営



地域 高校名 R元-H21
合計 343人 61% 286人 64% 261人 57% 251人 56% △ 92人
浜田 198人 35% 176人 39% 161人 35% 142人 31% △ 56人
浜田定時制 2人 0% 11人 2% 8人 2% 13人 3% 11人
浜田商業 90人 16% 67人 15% 63人 14% 66人 15% △ 24人
浜田水産 53人 9% 32人 7% 29人 6% 30人 7% △ 23人
合計 93人 17% 70人 16% 74人 16% 64人 14% △ 29人
江津 15人 3% 4人 1% 14人 3% 9人 2% △ 6人
江津工業 51人 9% 35人 8% 23人 5% 16人 4% △ 35人
石見智翠館 27人 5% 31人 7% 37人 8% 39人 9% 12人
合計 60人 11% 27人 6% 52人 11% 63人 14% 3
益田 0人 0% 0人 0% 1人 0% 1人 0% 1人
益田翔陽 17人 3% 6人 1% 10人 2% 6人 1% △ 11人
明誠 27人 5% 13人 3% 33人 7% 44人 10% 17
益田東 16人 3% 8人 2% 8人 2% 12人 3% △ 4人

31人 6% 35人 8% 41人 9% 39人 9% 8
32人 6% 30人 7% 29人 7% 34人 7% 2

559人 100% 448人 100% 457人 100% 451人 100% △ 108人

地域別グラフ
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令和元年度「ふるさとの 50人」活用について 

 

１．調査概要 

（１）調査目的 

       ふるさと郷育の推進に向け、「浜田市の人物読本 ふるさとの ５０人」についての活用状況を把

握・評価分析をし、今後の本事業の検討に役立てる。 

（２）調査対象  

小学校４年生～６年生担任 小・中特別支援学級担任 司書教諭 学校図書館司書      

（３）調査方法 

記述式アンケート 

（４）令和元年度活用状況 

   学年・月・教科・学習内容等・とりあげた人物・外部講師名・保管場所 

（５）回答状況 

小学校：16 校／16 校中 回答   中学校： 9 校／ 9校中 回答  

２．調査結果 

（１）小学校 

 ○保管場所：個人ロッカー、学級の共有ロッカー、学級文庫（書庫）、ワークスペース、自宅 

        

○4 年、5年、6年、特別支援学級での活用状況 

・国語科：｢図書館へ行こう｣【特別支援学級：1校】 

     ｢伝記を読んで感想文を書こう｣【5年：1校】 

｢将来の夢や生き方について考えよう『プロフェッショナルたち』｣【6年：2校】 

・社会科：「きょうどの発展につくした人々」｢地域をひらいた人：【4年：15 校】 

     ｢特色ある地域｣「わたしたちの県」【4年：3校】 

     参考資料として紹介【4年：1校】 

｢水産業のさかんな地域」【5年：4校】【特別支援学級：1校】 

     ｢わたしたちの生活と工業生産｣｢自動車工業｣【5年：2校】 

     ｢江戸幕府後期の郷土｣｢町人文化と新しい学問｣【6年：1校】 

     ｢新しい日本、平和な日本へ(東京オリンピック)｣【特別支援学級：1校】 

・道徳科：｢勤労｣｢真理の探究｣｢感動 畏敬の念｣の資料としての活用 

・総合的な学習の時間：調べ学習の資料として 

【4年：3校・・・盆踊りについて、郷土の偉人 他】 

【5年：1校・・・浜田の海を知ろう、 

  【6年：4校・・・未来に向かって、和紙の良さを広めよう 他】  

・学級活動：創作ダンス発表会に向けて【4年：1校、】 

      遠足の事前学習【特別支援学級：1校】 

・生活単元学習：「ふるさと学習」【特別支援学級：1校】 

・自立活動：「体操大会でがんばろう」【特別支援学級：1校】 

・その他：朝活動等の読書、読み聞かせ【4年：7校】【5年：10 校】【6年：9校】【特別支援学級：4校】 

○図書館教育での活用状況【7校】 

・掲示、レファレンス、活用の声がけ、読み聞かせ、調べる学習クイズ（ふるさとの 50 人検定） 

（２）中学校 

○個人ロッカー、学級文庫、学校図書館 

○特別支援学級での活用状況 

・国語科：音読資料 

・総合的な学習の時間：ふるさと学習 

・生活単元：神楽の魅力を伝えよう 

○図書館教育での活用状況【3校】 

・社会科：浜田市の歴史調べの資料 

・国語科：開府 400 年作文参考資料、2年｢新聞を比較して読む｣の資料 

・英語科：3年「歴史上の偉人を紹介しよう」 

令 和 2 年 6 月 1 9 日 

総 務 文 教 委 員 会 資 料 

教 育 委 員 会 生 涯 学 習 課 



 

別紙 

■活用人物（学校数） 

人物 小学校 中学校 合計 

井上 功 2 1 3 

今津屋八右衛門 4 1 5 

上迫忠夫 0 0 0 

上田喜治 1 0 1 

大島幾太郎 0 0 0 

大達茂雄 0 0 0 

大橋仰軒 1 0 1 

岡本甚左衛門 9 1 10 

小篠 敏 0 0 0 

梶目甚一 5 0 5 

片岡ヒデ 1 0 1 

川上清吉 0 0 0 

木村晩翠 0 0 0 

草野忠左衛門 1 0 1 

久保田保一 8 0 8 

厨川千江 0 0 0 

緇川涀城 1 0 1 

小石雄治 1 0 1 

佐々田 懋 2 0 2 

島村抱月 2 0 2 

竹本正男 6 1 7 

田中清見 2 1 3 

俵 孫一 1 0 1 

俵 國一 2 0 2 

探玄如海 1 0 1 

 

■活用人物（学年別） 

 

小４ 小５ 小６ 小・特別支援 中・特別支援 

井上 功・今津屋八右衛門 

上田喜治、大橋仰軒 

岡本甚左衛門・梶目甚一 

片岡ヒデ・草野忠左衛門 

久保田保一・佐々田 懋 

竹本正男・田中清見 

俵 孫一・津田萬夫 

二宮彦可・橋本明治 

福井 誠・細川勝三 

右田古文・吉見政男 

児童が選んだ人物 

 

井上 功 

今津屋八右衛門 

梶目甚一 

久保田保一 

小石雄治 

俵 國一 

近重善太郎 

戸津川善吉 

橋本明治・丸川久俊 

三浦義武 

 

今津屋八右衛門 

岡本甚左衛門 

久保田保一 

佐々田 懋 

寺戸光次 

戸津川善吉 

細川勝三 

服部之總 

湯浅啓温 

児童が選んだ人物 

 

岡本甚左衛門 

久保田保一 

竹本正男 

田中清美 

探玄如海 

戸津川善吉 

福井 誠 

児童が選んだ人物 

 

岡本甚左衛門 

戸津川善吉 

田中清見 

福井 誠 

細川勝三 

三浦義武 

人物 小学校 中学校 合計 

近重善太郎 1 0 1 

津田萬夫 2 0 2 

寺戸光次 1 0 1 

土井佫助 0 0 0 

戸津川善吉 5 1 6 

豊原喜一郎 0 0 0 

豊原勘一郎 0 0 0 

中村 寛 0 0 0 

永見房造 0 0 0 

二宮彦可 1 0 1 

能海 寛 1 0 1 

橋本明治 2 0 2 

服部之總 1 0 1 

福井 誠 4 2 6 

藤井宗雄 0 0 0 

藤田 威 0 0 0 

細川勝三 3 1 4 

丸川久俊 1 0 1 

三浦肆玖楼 0 0 0 

三浦義武 1 1 2 

右田古文 1 0 1 

山﨑修二 0 0 0 

山根俊久 0 0 0 

湯浅啓温 2 0 2 

吉見政男 1 0 1 

児童が選んだ人物 5 0 5 

 

 



 

投票所の変更について 

 
 下記のとおり 4 箇所の投票所において、場所の変更等見直しを行いますので報告

します。 

 

記 

 

1 場所の変更 

 

【変更の理由】 

※1 投票所への距離を考慮し、より近い投票所への変更 

※2 原井幼稚園が休園していることから、投票所の変更 

（変更場所の相違は、町内の意見集約による） 

※3 駐車場確保等投票環境が向上することから、投票所の変更 

 

2 実施時期 

  次回選挙から変更 

  (令和 3年予定の市長・市議会議員選挙、または、解散した場合の衆議院議員総選挙) 

 

3 周知方法 

 事前にチラシの配布（該当者のみ）、広報はまだ等での周知、入場整理券発送時

に周知 

 

現  行 変 更 後  

投票区 投票所 対象地区 投票所  

2 琵琶町集会所 朝日町1～3、9、10 6 みのり保育園 ※1 

14 原井幼稚園 

蛭子町 4 浜田公民館 

※2 高田町、栄町、京町、 
真光町、原町、 
瀬戸見町、清水町 

15 島根県浜田合同庁舎 

 33 下有福町研修センター 下有福町、大金町 33 国府公民館有福分館 ※3 

令和 2 年 6 月 19 日 

総務文教委員会資料  

選 挙 管 理 委 員 会  



新型コロナウイルス感染症に係る指定管理施設（所管分）の影響について 令和2年6月19日 総務部行財政改革推進課　

自 至

1 総務 その他 浜田市栄町駐車場 R2.4 R5.3 公募 －

・周辺施設の利用減に伴う
駐車利用の減少
・駐車利用台数で前年同月
比（4月及び5月）で5割減

2 総務 その他 道分山立体駐車場 R2.4 R5.3 公募 －

・周辺施設の利用減に伴う
駐車利用の減少
・駐車利用台数で前年同月
比（4月及び5月）で7割減

3 教育 市民文化 石央文化ホール R2.4 R7.3 指名 休館（4/19～5/11）

・市の要請により利用キャ
ンセル対応を実施
・収入(3月～5月)が前年同
月比で約7割減
・従業員は休業せず、館内
業務に従事

4 教育 社会教育
世界こども美術館創

作活動館 R2.4 R7.3 指名
休館（4/11～6/1）

※ 創作活動等の中止(2/29
～3/22(土日祝))

・市の要請によりイベント
の中止等
・収入(3月～5月)が前年同
月比で約7割減
・従業員は休業せず、館内
業務に従事

5 教育 社会教育 石正美術館 R2.4 R7.3 指名

休館（4/14～6/1）
※ 講座、教室、イベント
等の中止(3/1～3/27(土

日))

・市の要請によりイベント
の中止等
・収入(3月～5月)が前年同
月比で約7割減
・従業員は休業せず、館内
業務に従事

6 教育 スポレク 室内プール H30.4 R5.3 公募 休館（4/18～5/31）
・利用料収入の大幅減
・臨時休館の周知方法につ
いて苦慮

担当
部

浜田ビルメンテ
ナンス株式会社

影響等についてNo 大分類
施設名

（指定管理者）
指定管理者

指定期間

選定

公益財団法人浜
田市教育文化振

興事業団

休館等の状況

1/3



新型コロナウイルス感染症に係る指定管理施設（所管分）の影響について 令和2年6月19日 総務部行財政改革推進課　

自 至

担当
部

影響等についてNo 大分類
施設名

（指定管理者）
指定管理者

指定期間

選定 休館等の状況

7 教育 スポレク
三隅Ｂ＆Ｇ海洋セン

ター R2.4 R7.3 指名
休館（4/18～5/10）

一部休館 艇庫（5/11～
5/18）

・利用収入、自主事業収
入、利用人数など特段の影
響なし

8 教育 スポレク
三隅中央会館多目的

研修集会施設 R2.4 R7.3 指名 休館（4/18～5/18）
・利用収入、自主事業収
入、利用人数など特段の影
響なし

9 教育 スポレク
三隅中央公園及び田
の浦公園運動施設 R2.4 R7.3 指名

休館（4/18-5/10）
プールは5/31まで

・利用収入、自主事業収
入、利用人数など特段の影
響なし

10 教育 スポレク
岡見スポーツセン

ター R2.4 R7.3 指名 休館（4/18～5/18）
・利用収入、自主事業収
入、利用人数など特段の影
響なし

11 教育 スポレク 東公園運動施設 H29.4 R4.3 公募 休館（4/18～5/11）
・利用料金収入(4月～5
月）は対前年比70％の大幅
減

12 教育 スポレク サンマリン浜田 H29.4 R4.3 公募 休館（4/18～5/18）
・利用料金収入(4月～5
月）は対前年比60％減

13 教育 スポレク サン・ビレッジ浜田 H29.4 R4.3 公募
一部休館 スポーツ広場

（4/21～5/10）
・利用料金収入(4月～5
月）は対前年比70％減

北陽ビル管理株
式会社

公益財団法人浜
田市教育文化振

興事業団

2/3



新型コロナウイルス感染症に係る指定管理施設（所管分）の影響について 令和2年6月19日 総務部行財政改革推進課　

自 至

担当
部

影響等についてNo 大分類
施設名

（指定管理者）
指定管理者

指定期間

選定 休館等の状況

14 教育 スポレク ラ・ペアーレ浜田
シンコースポー
ツ中国株式会社 H30.4 R5.3 公募 休館（4/18～5/31）

・利用料金収入(4月～5
月）は対前年比80％減、自
主事業収入も50％減

15 教育 スポレク
浜田市金城総合運動

公園 H30.4 R5.3 公募
休館（4/18～5/10）

一部休館テニス場・多目的
広場（5/11～5/18）

・利用料金収入(4月～5
月）は対前年比80％減

16 教育 スポレク
今福スポーツ広場施

設 H30.4 R5.3 公募 休館（4/18～5/10）
・利用料金収入(4月～5
月）は対前年比60％減

17 教育 社会教育 浜田郷土資料館 浜田市文化協会 H29.4 R4.3 公募 休館（4/14～6/1） ・入館料無料

18 教育 社会教育
金城民俗資料館・金
城歴史民俗資料館

西中国山地民具
を守る会 H29.4 R4.3 指名 休館（4/14～6/1） ・利用人数の減少

19 教育 社会教育 若生まなびや館
若生まなびや館

管理組合 H30.4 R3.3 指名 休館（4/14～6/1）
・企画イベントの中止、利
用人数等の減少

共同事業体浜田
Ｂ＆Ｆ

3/3



 

 

島根県立大学の財務状況及び学生の家賃支援について 

1 島根県立大学の財務状況について 

（1）主要財務データの推移 

  

出典：http://www.u-shimane.ac.jp/foundation/publication/ 

公立大学法人島根県立大学ホームページ「事業報告書」より 

令 和 2 年 6 月 1 9 日 
総務文教委員会 所管事務調査資料 
地域政策部まちづくり推進課 

1 



 

 

（2）積立金及び基金 

①独立行政法人法第 40 条第 3項積立金（目的積立金） 

   毎事業年度、残余があるときは、設立団体の長（島根県）の承認を受けて、全部又は

一部を翌事業年度に係る認可中期計画の剰余金の使途（教育、研究及び業務運営の改

善）に充てることができる。 

（単位：千円） 

年度 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

期末残高 486,478 0 3,339 59,046 118,312 276,904 296,078 

H19～24 年度 第 1期中期目標期間 

 

②独立行政法人法第 40 条第 4項積立金（前中期目標期間繰越積立金） 

中期目標の期間の最後の事業年度に積立金があるときは、設立団体の長（島根県）の

承認を受けた額は、次期中期目標期間の財源に充てることができる。 

 

（単位：千円） 

年度 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

期末残高 0 397,853 338,697 247,962 165,487 85,338 4,697 

    H25～30 年度 第 2期中期目標期間 

 

③島根県立大学未来ゆめ基金 

○設置 

島根県立大学憲章に基づき行う人材の養成に資する事業の充実を図るため、平成 24 年

10 月に設置 

 

○基金事業（使途） 

基金は、次の事業に充てるものとする。 

・学生の海外研修及び海外留学に対する支援 

・学生の地域貢献活動に対する支援 

・島根県内就職を希望する学生に対する支援 

・大学憲章に基づき行う人材の養成に資する事業その他学生の支援事業であって、理事

長が別に定める事業 

 

○平成 30 年度末残高 13,958,060 円（うち浜田キャンパス指定分：3,916,195 円） 

 

○新型コロナウイルス感染症拡大に対する学生支援に係る寄附金の状況（4/15～6/9時点） 

   79 件：5,141,000 円（うち浜田キャンパス指定分 18 件：1,960,000 円） 
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2 県立大学の学生家賃の値下げ等に関する経緯 

  

時 期 内 容 

平成 8年 7月 17 日 

【市へ陳情書の提出】 

（陳情者） 

「21 世紀島根の生活環境を考える会」 

※学生の署名を添えて提出 

（陳情の内容） 

・「学生の街づくり宣言」をして、全市民を挙げて学生の街

づくりに取り組む環境を整備する 

・学生の住環境をよくする施策を講じる 

・学生にふさわしい部屋代となるような施策を講じる 

・学生に関して礼金はとらないよう、アパートの経営者に

指導する 

平成 8年 11 月 

【新聞報道による情報】 

島根県宅地建物取引業協会浜田支部が 

「新規契約分から礼金を廃止する」との方針を決定 

平成 27 年 11 月 

【市長直行便】 

「浜田市内の学生アパート家賃について」 

（内容） 

 浜田市内のアパート家賃は割高であり、1 年生で寮に入っ

ている学生が、2 年生になるとアパートに移らなくてはなら

ず、経済的に困窮している家庭もあり学生が困っている。 

平成 27 年 12 月 8 日 

【市から要望書提出】 

（要望先） 

・浜田宅建センター 

・公益社団法人全日本不動産協会島根県本部 

（要望の内容） 

※別紙「学生対象物件の家賃値下げに関する要望書」参照 

3 



別紙「学生対象物件の家賃値下げに関する要望書」 
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3.市内高等教育機関等の新型コロナウイルス感染症による状況等                          R2.6.18 現在 

 
島根県立大学 

浜田キャンパス 

リハビリテーション 

カレッジ島根 

浜田ビューティーカ

レッジ 

浜田医療センター 

附属看護学校 
浜田准看護学校 

学生数(R2.5.20) 994 名 191 名 23 名 105 名 41 名 

休講(休校)期間 4 月 6 日～5月 8日 4 月 20 日～5月 10 日 4 月 20 日～5月 6日 4 月 20 日～5月 6日 4月27日～5月6日 

オンライン授業開

始日 

5 月 11 日 

※6 月 22 日から、一部対面

授業開始 

5 月 11 日 

※分散登校も実施 
無 

5 月 7 日 

※対面授業と併用 
無 

対面授業開始状況 春学期中は、オンライン授業 
5 月 11 日から一部開始 

※オンライン授業と併用 
5 月 7 日 

5 月 7 日 

※オンライン授業と

併用 

5 月 7 日より開始 

学生からの 

相談状況 

入学金・授業料：若干名 

生活資金：若干名 

入学金・授業料：若干名 

生活資金：若干名 
無 

生活資金：若干名 

その他：若干名 
無 

学校独自の支援策 

・遠隔授業支援 

（機器貸与・1万円給付） 

・春学期授業料の納付猶

予、分割納付 

・資金支援（18 万円貸与） 

・授業料の納付猶予、 

分割納付 
無 無 無 

現在検討中の支援

策 

・世帯年収約 590 万円未満

の学生に対し、年間授業

料の一部を減免 

・アルバイト先の開拓、 

紹介 
無 無 ・マスクの配布 

高等教育修学支援

新制度（国、県）

の該当者 

・通常分：約 100 名 

・コロナ拡充分：無 
対象外 

・通常分：若干名 

・コロナ拡充分：無 

・通常分：若干名 

・コロナ拡充分：無 
対象外 

学びの継続のため

の学生支援緊急給

付金(国)の該当者 

約 100 名 若干名 無 若干名 無 
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4.島根県立大学学生に対する新型コロナウイルス感染症に伴う給付型支援制度適用一覧 

単位：円 

※別途 ・貸与型「生活に困窮する学生支援」として、180,000 円の無利子貸与制度創設。 

        ・授業料納付の猶予、分割 等 

    ・世帯年収約 590 万円未満の学生に対し、年間授業料の一部を減免（予定）                                

団体 支援制度 概 要 金 額 

国 

特別定額給付金 
新型コロナウイルス感染症による経済的影響への緊急経済対策の一施策

として、世帯主に対し、1人あたり 10,000 円の現金を給付する 
100,000 

「学びの継続」のための 

『学生支援緊急給付金』 

新型コロナウイルス感染症の影響により、特に家庭から自立した学生等

において、アルバイト収入等の大幅な減少等により修学の継続が困難に

なっている者に対し、現金を給付する 

・住民税非課税世帯の学生等  20 万円 

・それ以外の世帯の学生等   10 万円 

200,000 

高等教育の 

修学支援新制度 

給付型奨学金 

（年額） 

・住民税非課税世帯またはそれに準ずる世帯の学生 

・新型コロナウイルス感染症の影響により収入が急変した世帯の学生 

（全額支給、2/3 支給、1/3 支給） 

※自宅外生の場合 66,700 円（月額）×12 ヵ月＝800,400 円 

800,400 

島根県 

入学金減免 ・住民税非課税世帯またはそれに準ずる世帯の学生 

・新型コロナウイルス感染症の影響により収入が急変した世帯の学生 

（全額免除、2/3 免除、1/3 免除） 

授業料 上期・下期それぞれ 267,900 円（年額 535,800 円） 

282,000 

授業料減免 535,800 

浜田市 浜田市共通商品券 

新型コロナウイルス感染症の影響による学業及び学生生活に対する学生

の不安を軽減することを目的とし、市内の高等教育機関の学生全員に、1

人 1万円の浜田市共通商品券を配布する 

10,000 

県立大学 遠隔授業支援 

遠隔授業受講に対する支援 

・受講に必要な備品の貸与（PC、Wi-Fi、ﾍｯﾄﾞｾｯﾄ） 

・受講に伴う印刷経費等として 1万円給付 

10,000 

合  計（最大）  1,938,200 
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学校教育環境の整備について 
 

１ 学校におけるパソコンの配置状況について 

◆児童生徒数（令和 2 年 5 月 1 日現在） 

小学校 2,488 人、中学校 1,245 人、合計 3,733 人 

 

◆教員数（令和 2 年 4 月 1 日現在）※常勤講師含む 

小学校  275 人、中学校  183 人、合計  458 人 

 

◆パソコン配置状況（令和 2 年 4 月 1 日現在） 

・児童生徒用（教育用）パソコン 配置済数 484 台（12.9％） 

・教員用（授業用）パソコン   配置済数 70 台（15.2％） 

 

 

【今後の対応】 

〇校内通信ネットワーク整備事業 

   ・令和 2 年度整備予定（令和元年度補正予算繰越済） 

    予算額    214,200 千円 

 

〇児童生徒用 1 人 1 台パソコン導入計画 

   ・令和 2 年度 9 月補正予算計上予定 

    予算予定額  172,891 千円 

  ※ICT 支援員関連予算は含んでいない。 

令 和 2 年 6 月 1 9 日 

総 務 文 教 委 員 会 資 料 

教 育 委 員 会 

学校教育課・教育総務課 



2　エアコン整備状況について

普通教室 2020.3.31現在

普通教室数 空調設置室数 設置率（％）

小学校 164 164 100.0

中学校 75 75 100.0

合計 239 239 100.0

特別教室等 2019.9.1現在

特別教室等数 空調設置室数 未設置室数 設置率（％）

小学校 184 69 115 37.5

中学校 144 41 103 28.5

合計 328 110 218 33.5

【今後の対応】

3　洋式トイレの整備状況について

2020.3.31現在

総トイレ数 洋式トイレ数 設置率（％）

小学校 385 121 31.4

中学校 237 67 28.3

合計 622 188 30.2

2021.3.31予定

総トイレ数 洋式トイレ数 設置率（％）

小学校 385 121 31.4

中学校 237 71 30.0

合計 622 192 30.9

【今後の対応】

　夏季において、使用頻度の高い特別教室等にエアコン設置を計画的に実施していく予定。
　また、平成30年度に1年限定で創設された「冷房設備対応臨時特例交付金」で、普通教室のエア
コン設置を行ったが、特別教室等のエアコン設置に対しても、同様の特例交付金の創設や既存の
交付金の優先事業採択等を国県に対して要望する予定としている。

　当面の目標としていた「学校の各階のトイレのうち1か所は洋式トイレとする。」ことについ
て、令和2年度に旭中学校の整備が完了し、達成する予定。
　今後は、洋式率75％を目標にし、計画的に整備を進めて行く。
　該当する「学校施設環境改善交付金」の国予算所要額の確保と1施設あたりの補助下限額400万
円の引き下げを国県に対して要望する予定としている。


